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羽
田
空
港
の
新
飛
行
ル
ー
ト
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

東
京
の
都
心
上
空
を
飛
行
す
る
羽
田
空
港
の
新
飛
行
ル
ー
ト
が
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
九
日
に
運
用
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
四

年
が
経
過
し
た
。
新
ル
ー
ト
は
騒
音
、
落
下
物
の
危
険
、
事
故
へ
の
不
安
、
巨
大
な
機
影
へ
の
圧
迫
感
な
ど
住
民
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
昨
年
八
月
か
ら
九
月
に
品
川
区
が
実
施
し
た
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
（
有
効
回
答
八
万
七

千
八
十
六
人
）
が
本
年
三
月
八
日
に
公
表
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
新
ル
ー
ト
に
関
し
て
「
影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
し
た
回
答

は
四
十
四
・
五
％
に
の
ぼ
り
、
「
ル
ー
ト
下
近
傍
地
域
」
で
は
こ
の
割
合
は
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る
。 

 

新
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の
住
民
の
批
判
、
懸
念
は
依
然
と
し
て
強
く
、
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
お
よ
そ
言
え
な
い
状
況
で

あ
る
。 

 

新
飛
行
ル
ー
ト
は
中
止
・
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。 

一 

国
土
交
通
省
は
二
〇
一
七
年
十
一
月
か
ら
、
国
際
線
が
多
く
就
航
す
る
、
羽
田
空
港
を
含
む
全
国
七
空
港
で
部
品
欠
落
に

つ
い
て
の
報
告
を
徴
収
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
制
度
は
落
下
物
の
未
然
防
止
に
活
か
す
と
し
て
い
る
。 

 

１ 

報
告
結
果
は
二
カ
月
ご
と
に
総
計
と
重
量
別
・
部
品
別
割
合
が
公
表
さ
れ
、
年
度
ご
と
の
集
計
結
果
も
公
表
さ
れ
て
い



 

２ 

 

る
。
と
こ
ろ
が
重
量
別
割
合
に
つ
い
て
の
集
計
結
果
は
最
も
重
い
ク
ラ
ス
は
「
一
ｋ
ｇ
以
上
」
と
区
分
さ
れ
、
そ
の
個
数

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
重
量
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

イ 
報
告
制
度
の
開
始
以
降
、
直
近
の
集
計
ま
で
、
「
一
ｋ
ｇ
以
上
」
と
区
分
し
た
欠
落
部
品
に
つ
い
て
、
①
そ
の
具
体

的
な
重
量
、
②
部
品
の
種
類
、
③
発
見
の
有
無
、
④
発
見
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
場
所
を
、
報
告
時
期
の
順
に
示
さ
れ
た

い
。 

 
 

ロ 

前
項
の
「
一
ｋ
ｇ
以
上
」
の
部
品
の
欠
落
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
航
空
機
の
運
航
過
程
の
ど
の
時
点
で
発

生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
離
陸
時
、
飛
行
中
、
着
陸
時
、
地
上
走
行
中
な
ど
の
別
と
そ
の
よ
う
に
判
断
す
る
根
拠
を

示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ハ 

航
空
機
か
ら
部
品
の
落
下
・
欠
落
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
航
空
機
の
機
能
や
飛
行
（
離
陸
、
着
陸
を
含
む
）
に
支
障

が
生
じ
た
事
例
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
の
際
、
航
空
会
社
に
対

し
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
か
。 

 
 

ニ 

航
空
機
か
ら
部
品
や
氷
塊
が
落
下
し
地
上
の
構
築
物
等
に
衝
突
し
た
場
合
の
衝
撃
の
大
き
さ
や
度
合
い
に
つ
い
て
研

究
・
検
討
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
衝
撃
の
大
き
さ
等
に
つ
い
て
示
す
も
の
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。 



 

３ 

 

 
２ 

国
土
交
通
省
は
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
六
分
科
会
に
お
い
て
、
二
〇
一
八
年
度
に
羽
田

空
港
で
報
告
さ
れ
た
部
品
欠
落
報
告
の
件
数
は
百
五
十
四
件
で
あ
っ
た
と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
空
港
ご
と
の
件
数

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
羽
田
空
港
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
件
数
を
年
度
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

欠
落
部
品
の
総
計
は
、
二
〇
一
九
年
度
は
九
百
二
十
八
件
、
二
〇
二
〇
年
度
は
千
五
件
、
二
〇
二
一
年
度
は
千
六
十
四

件
、
二
〇
二
二
年
度
は
九
百
九
十
二
件
、
二
〇
二
三
年
度
は
九
月
ま
で
の
上
半
期
だ
け
で
六
百
九
十
二
件
に
の
ぼ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
航
空
機
が
減
便
さ
れ
た
時
期
を
含
め
減
少
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
落
下
物
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

国
土
交
通
省
は
羽
田
新
経
路
の
固
定
化
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策
に
関
し
て
「
現
在
の
滑
走
路
の
使
い
方
を
前
提
と
し
た

上
で
、
騒
音
軽
減
等
の
観
点
か
ら
見
直
し
が
可
能
な
方
策
が
な
い
か
に
つ
い
て
、
技
術
的
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
」
と
し

て
、
二
〇
二
〇
年
六
月
に
「
羽
田
新
経
路
の
固
定
化
回
避
に
係
る
技
術
的
方
策
検
討
会
」
を
設
置
し
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
同
検
討
会
は
二
〇
二
二
年
八
月
三
日
の
第
五
回
以
降
、
一
年
七
カ
月
以
上
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
二
〇
二

三
年
度
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
一
度
も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。 

 

１ 

第
五
回
検
討
会
で
は
資
料
と
し
て
「
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
」
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
る
と
第
六
回
検
討
会
は



 

４ 

 

二
〇
二
三
年
中
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
開
催
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
。 

 

２ 

同
検
討
会
の
検
討
に
基
づ
く
業
務
で
、
第
五
回
検
討
会
以
降
に
行
っ
た
業
務
、
現
在
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
業
務
が
あ

れ
ば
具
体
的
か
つ
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。
そ
の
う
ち
外
部
に
発
注
し
て
行
っ
て
い
る
業
務
が
あ
れ
ば
、
案
件
名
、
発
注
機

関
、
契
約
日
、
契
約
先
、
履
行
期
間
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

政
府
は
二
〇
二
三
年
度
に
同
検
討
会
の
経
費
と
し
て
い
く
ら
支
出
し
た
か
。
そ
の
細
目
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

同
検
討
会
の
次
回
開
催
時
期
は
い
つ
か
。 

 

５ 

同
検
討
会
は
第
四
回
と
第
五
回
の
開
催
間
隔
に
つ
い
て
も
、
第
四
回
開
催
は
二
〇
二
一
年
八
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
第

五
回
開
催
は
一
年
近
く
経
過
し
た
後
で
あ
っ
た
。
同
検
討
会
は
開
店
休
業
状
態
が
「
固
定
化
」
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
次
回
第
六
回
検
討
会
が
開
催
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
こ
で
結
論
を
得
る
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
「
固
定
化
を
回
避
す

る
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
と
し
な
が
ら
、
そ
の
間
新
飛
行
ル
ー
ト
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
新
ル
ー
ト
は
「
固
定
化
」

さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
現
状
を
改
め
る
上
か
ら
も
、
少
な
く

と
も
検
討
期
間
中
は
新
ル
ー
ト
の
運
用
を
い
っ
た
ん
停
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 



 

５ 

 

 
右
質
問
す
る
。 


